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研究科の臼井英之会員による受賞記念講演「計

算機実験による宇宙機近傍のプラズマ電磁擾乱

の研究」が行われました。

　これらの特別講演・記念講演に引き続き、15

時 40 分から総会が開催されました。（総会報告

は本号の別途記事をご参照ください。）その後、

同会場にて懇親会が開催され、土佐の地酒など

で大いに盛り上がりました。

　初日の 11 月 2 日（土）11:00 ～ 17:30 には、

イオンモール高知において、アウトリーチイベ

ント「身近なワンダーランド宇宙と地球のふし

ぎがいっぱい～宇宙・地球はかせが大集合！～」

を開催し、「教えて☆はかせ！」の展示・実験・

質問コーナーを開設しました。本イベントにつ

いては、高知大学、高知工科大学、高知工業高

等専門学校の共催、高知県教育委員会、高知市

教育委員会からのご後援、新江ノ島水族館、宇

宙航空研究開発機構、情報通信研究機構、京都

大学理学研究科地球科学輻合部ダジック・チー

ムの協力をいただきました。このイベントの来

場者は約 500 名に達しました。

　学生発表賞の審査が会期中に行われ、3 分野

の計 12 人の審査員による厳正な検討の結果、10

名への授賞が決まりました。

　なお、今回の総会・講演会においても高知中

央託児所を利用した託児所を開設し、会員にご

利用いただきました。

（篠原育）　

第 134 回総会報告

　第 134 回総会は、2013 年 11 月 4 日（月）の

15 時 40 分から 18 時 10 分まで、高知会館・白

鳳の間にて行われ、出席者 124 名、委任状提出

313 名（うち文書委任状 170 通、電子委任状 143

通）の計 437 名（定足数 265 名（国内正会員 +

学生会員数 794 名））で成立しました。まず大会

LOC の高知工業高等専門学校の高田拓会員によ

る開会の辞の後、村山泰啓会員が議長に指名さ

れ、小玉一人大会委員長による挨拶、中村正人

会長による挨拶（本号に別途記事有り）があり

ました。

　続いて長谷川・永田賞授与式に進み、同賞が

本蔵義守会員に授与され、本蔵会員の受賞挨拶

がありました（本号に授賞報告記事有り）。次に

学会特別表彰の授与があり、第 2 号が気象庁地

磁気観測所に授与され、会長より表彰理由の説

明がありました。続いて、SGEPSS フロンティア

賞の授与があり、第 3 号が広岡公夫会員に授与

され、会長より審査報告がありました（本号に

授賞報告記事有り）。さらに大林奨励賞の授与に

進み、第 44，45，46 号がそれぞれ今田晋亮会員、

成行泰裕会員、菅沼悠介会員に授与され、綱川

秀夫委員長より同賞の審査報告がなされました

（本号に審査報告・授賞報告記事有り）。

　続いて諸報告に移り、運営委員会報告として、

篠原育運営委員（総務）より、前回総会以降に

開催された第 27 期第 3，4 回運営委員会の報告

が行われました（第 27 期第 4 回運営委員会につ

いては本号に別途記事有り、その他は前号まで

の会報に掲載済み）。続いて日本学術会議・国際

学協会関連報告等の報告に移り、WDS 小委員会

報告（村山泰啓会）、SCOSTEP 小委員会（中村卓

司会員）、URSI 分科会（八木谷聡会員）からそ

れぞれ報告がありました。

　議事では、平成 24 年度決算報告、平成 24 年

度会計監査報告、平成 26 年度予算案が提示され、

承認されました。平成 26 年度予算案の審議で

は、厳しい予算状況の中の経費削減対策として、

会報の印刷物の作成・郵送を来年度より廃止し、

電子版のみの配布とすることや、学会運営形態

の見直しを諮るタスクフォースを設置すること

の運営委員会からの提案が、予算案とあわせて

承認されました。

　議事の最後として、平成 26 年度の秋学会の開

催地の提案が募集され、信州大学を LOC として、

松本市で開催されることが決まりました。

　最後に、歌田久司評議員により大会 LOC への

謝辞に続いて、村山議長による閉会の辞をもっ

て終了しました。

第 134 回総会議事次第

1. 開会の辞

2. 議長指名

3. 大会委員長挨拶

4. 会長挨拶

5. 長谷川・永田賞授与

6. 長谷川・永田賞受賞挨拶

7. 学会特別表彰授与

8. SGEPSS フロンティア賞授与・審査報告
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9. 大林奨励賞授与・審査報告

10. 諸報告

運営委員会報告（27 期第 3回，第 4回）

　WDS 小委員会報告

　SCOSTEP 小委員会報告 

　URSI 分科会報告

11. 議事

平成 24 年度決算報告

　平成 24 年度会計監査報告

　平成 26 年度予算

　来年の秋学会について

12. 謝辞

13. 閉会の辞

（篠原育）　

第 134 回総会会長挨拶

　会員の皆様。本日は地球電磁気・地球惑星圏

学会の総会でまた皆様にお目にかかる事が出来、

運営委員ともども大変嬉しく思っております。

この講演会におきましては４０７の講演が行わ

れ４００名ほどの会員の皆様がこの場に集って、

新たな研究成果を交換し合っていることになり

ます。今回の学会は大会委員長でおられる高知

大学の小玉一人会員、村上英記会員、山本裕二

会員、また高知工科大学の山本真行会員、柿並

義宏会員、さらに高知工業高専の今井一雅会員、

高田拓会員らのご努力の結果、この高知にて盛

会のうちに行われています。ここに会員を代表

して感謝申し上げたいと思います。

　さて、此の一年間に会員の皆様が受けられた

賞などについてここにまずご報告致します。本

年２月に寺本万里子会員が“極軌道および赤

道軌道衛星の複数点同時観測による内部磁気

圏 Pi2 地磁気脈動についての研究”で第 29 回

（2012 年度）井上研究奨励賞を受賞されまし

た。次に本年４月に齋藤享会員が“中低磁気緯

度の電離圏環境に対応した GBAS（地上型衛星

航法補強システム）の開発”で日本航空宇宙学

会第 22 回（平成 24 年度）学会賞　技術賞（基

礎技術部門）を受賞されました。昨年、長谷川

永田賞を受賞された向井利典会員が７月には

やぶさサンプル分析に関わった功績で NASA か

ら Group Achievement Award を、また９月には

Asia Pacific Council On Systems Engineering

から APCOSE Distinguished Pioneer Award を受

賞されました。さらに SGEPSS が加わっている

衛星設計コンテスト実行委員会が“高校生から

大学院生までを対象とした『衛星設計コンテス

ト』による、宇宙の啓蒙と次世代宇宙工学技術

者等の育成事業”の題目で平成 25 年度　宇宙

開発利用大賞　文部科学大臣賞を受けておりま

す。中村るみ会員におかれましては EGU Julius 

Bartels Medal 2014 を、また芳野赳夫会員にお

かれましては IEEE Hall of Fame Award をそれ

ぞれ受けられました。３名の会員、長谷川洋会員、

家田章正会員、加藤雄人会員が AGU 優秀査読者

となりました。また名誉会員であられる河野長

会員が IAGA 名誉会員に推挙されています。最後

に私事ですが中村は International Academy of 

Astronautics の正アカデミー会員に選ばれまし

た。多くの名誉ある賞を SGEPSS の会員が受けて

おられる事は誠に喜ばしいことです。

　次に SGEPSS をめぐる最近の動きについて２つ

のご報告をしたいと思います。まず最初に EPS

誌が科研費を 5 年間にわたって頂く事になり、

来年 1月から Open access journal として再出

発する件についてです。出版社はこれまでお世

話になったテラ学術図書出版から Springer 社へ

円満に移行することが決まりました。来年一月

には過去の出版物も含めて全て Open Access に

なります。新投稿システムは 9 月 17 日に稼働し

はじめ、それ以降すでに２０編の投稿がありま

した。現在３つの特集号で論文を募集していま

すが、特集号にも５編の投稿がありました。シ

ステム立ち上げ時には若干混乱がありましたが、

現在は Springer 社の投稿システムは順調に稼働

していますので、どうか皆様是非 EPS 誌への投

稿をお願いいたします。

　つづいて、学会の運営状況についてです。後

ほど会計担当運営委員から来年度予算案の提案

がありますが、本学会の活動が活発になってそ

れに伴う運営経費が来年は増加する予定です。

これにたいして、収入は一定に推移しており、

近い将来に収入と支出のアンバランスがさらに

増大することを運営委員会では懸念しておりま

す。これを解消する手立てとして、支出の合理化、

例えば会報の紙での印刷をやめ電子化する事や、
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EPS 誌分担金の見直しを考え、収入を増やす手

段として講演会参加費の値上げなどを考えなく

てはいけません。短期的には本日運営委員会が

提示する予算案に幾つかの改革を含めましたが、

長期的にはじっくり腰を据えて議論する場が必

要です。軌を一にして現在の日本では学会の法

人化が学術会議からも推奨されている状況があ

ります。学会の運営形態について、これをもう

一度見直すためのタスクフォースを山崎副会長

を主査として立ち上げる事を運営委員会として

決定しております。このタスクフォースの答申

に基づき、今期の会長、運営委員会任期のうち

に新たな方針を示し、順次皆様に改革案をお諮

りして進めていきたいと考えますので、どうぞ

よろしく御願い申し上げます。

（中村正人）　

第 134 回講演会評議員会報告

日時：平成 25 年 11 月 3 日（日）18 時 30 分～

20 時 30 分

会場：高知大学朝倉キャンパス理学部 1 号棟会

議室

出席者（敬称略）中村正人、山崎俊嗣、家森俊

彦、歌田久司、大村善治、浜野洋三、藤井良一、

渡部重十

欠席者（敬称略）小野高幸、津田敏隆、湯元清文、

山本衛

報告者：運営委員会総務

1．運営委員会報告（第 27 期第 3回および 4回）

　運営委員会総務より運営委員会議事録に基づ

いて説明を行った。

2．名誉会員の推挙について

　名誉会員推挙の候補者について説明。ご本人

の承諾を含めて、春の総会に推挙を付議できる

ように引き続き調整を進めることとなった。会

員の推挙に関しては、規定により、総会で提案・

議決をとる。

3．平成 26 年度予算に関する状況説明と経費節

減案について

　運営委員会総務より、総会に付議する平成 26

年度予算案、学会の収入状況や、支出増要因に

ついての説明を行い、運営委員会の提案する経

費節減案や今後の学会運営などについて議論を

行った。

4．その他

　今回の総会での謝辞は歌田評議員が行うこと

とした。

（中村正人）　

会計報告

　第 134 回総会において平成 24 年度本会計・特

別会計決算及び、平成 25 年度本会計予算案が承

認されましたことを p29 からの決算書、予算書

とともにここにご報告いたします。

　平成 24 年度決算について

　平成 24 年度決算についての会計監査会を平

成 25 年 7 月 29 日に開催し、会計監査員 阿部琢

美会員、藤井郁子会員による監査を受けました。

そして、その結果として第 134 回総会において

平成 24 年度会計処理が適正に行われている旨、

ご報告いただきました。

　以下に平成 24 年度決算について概略を述べま

す。

　収入としての会費については、その納入率が

単年度で 91%、遡って支払っていただいた分も

含めると全体で 98.5% となり前年度の納入率を

いずれも若干上回りました。また北海道で行っ

た第 132 回の総会・講演会の参加費収入が多かっ

たことにより、予算を 21 万円ほど上回る収入と

なりました。しかし、主な会費収入は年々減少

していることを認識しておく必要があります。

　支出については、業務委託費について選挙業

務も含め予算よりも約 13 万円の節約ができてい

ます。一方で、旅費が大幅な予算超過となって

いますが、これは、平成 24 年度は大林奨励賞審

査会が平成 24 年度分と 25 年度分の二回行われ

たことと、新たに創設されているフロンティア

賞の審査会旅費が加わったことによります。大

林奨励賞審査旅費は審査会の開催タイミングに

よりこのように二回開催がこれまでもあり得え

ましたが、フロンティア賞の審査会旅費につい

ては、予算的に考慮されていなかったこともあ

り、今後予算立案に際しては組み込んでいく必

要があります。事業費に関しては、28 万円程の

節約ができています。これは、秋学会用に作成

する CD-ROM をハードケースに入れないようにし
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たり、また、名簿の印刷業者を変更したりした

ことによる節約が大きく効きました。平成 24 年

度はアウトリーチ科研費が不採択でしたが、秋

学会におけるアウトリーチイベントでは、札幌

コンベンションからの補助金をいただくことが

でき、カバーすることができました。一方、日

本学術会議の「大型研究計画マスタープラン」

に関連して、SGEPSS 将来構想検討 WG を発足さ

せ議論を行い報告書としてまとめました。そし

て、その報告書 ( 要約版 ) の印刷・発送費をア

ウトリーチ活動費として計上したため、アウト

リーチ活動費は 11 万円程の予算超過となりまし

た。基金交流事業費に関しては、若手派遣・外

国人招聘において、西田国際学術交流基金を平

成 24 年度で使い切り、その不足分を本会計か

ら出すことにしたため、52 万円の予算超過とな

りました。その他、大林奨励賞の特別会計に対

し 20 万円の操出を行いました。以上の様に、節

約を進める一方で、学会活動の活発化にともな

う支出増があり、全体として、83 万円の赤字と

なりました。選挙と名簿作成がある年度におい

て赤字決済は免れない状況に近年はありますが、

その推移については注視していく必要がありま

す。

　特別会計については、西田国際学術交流基金

について当初いただいていた寄付金を平成 24 年

度に利子も含めて使い切りました。若手派遣で

4 名、海外研究者招聘で 2 名を西田国際学術交

流基金より援助いたしました。西田会員より平

成 24 年度に新たに 100 万円の寄付をいただき、

また、西田会員の文化功労者記念祝賀会からも

56,998 円の寄付をいただくことができました。

平成 25 年度はこの寄付金をもとに西田国際学術

交流基金を継続していきます ( 西田会員からは

平成 25 年度に更に 100 万円の寄付をいただくこ

とができました )。また先に述べましたように、

大林奨励賞特別会計に本会計から 20 万円を繰り

込みました。

　平成 26 年度予算について

　平成 26 年度予算については、従来から大きく

変動することになりました。具体的には、プロ

アクティブとの事務局契約見直しによる事業委

託費の増額、学生会員数増加による郵送料等各

種処理費用の増額、消費税の 8% アップ、フロン

ティア賞審査会分の旅費追加等で、従来通りの

形態で事業を継続していくと大幅な赤字になる

ことが判明しました。これら支出増額分は、い

ずれも今後も継続が見込まれるものであり、平

成 26 年度の予算案において事業内容の大幅な見

直しが必須となりました。そのため、第 134 回

総会において、「会報の印刷配布のとりやめ ( オ

ンライン配布のみ )」、「秋学会参加費の値上げ」

などの事業見直しを前提とした予算案を提示し、

承認していただくにいたりました。そして更な

る学会の運営見直し・予算改善を目的としたタ

スクフォースを設置し、学会予算の健全化に向

けた取組を行っていくことを承認いただきまし

た。

    ( 会計担当運営委員 小嶋浩嗣・大塚雄一 )

第 27 期第 4回運営委員会報告

日時：2013 年 11 月 2 日　18:30 ～ 22:15

場所：高知大学　総合研究棟 2階　プレゼンテー

ション室

出席者 16 名（総数 18 名、定足数 11 名）：中村

正人（会長）、山崎俊嗣（副会長）、大塚雄一、

小田啓邦、尾花由紀、小嶋浩嗣、塩川和夫、篠

原 育、藤 浩明、中村卓司、長谷川 洋、畠山唯

達、馬場聖至、村田 功、村山泰啓、吉川顕正

欠席者：坂野井 和代、吉川一朗

議事

１．前回（第 27 期第 3 回運営委員会）議事録を

確認し、承認した。

２．１．協賛・共催関係（庶務）

 以下の 2 件のシンポジウムの共催・協賛を承

認した。

・共催一件：「計算惑星科学シンポジウム＠石垣

島」

主催：　計算惑星科学フォーラム

開催期間：　2013 年 11 月 23 日（土）

開催場所：　石垣港離島ターミナル会議室

・協賛一件：「SEDI2014 国際シンポジウム」

　　主催：　国際測地学及び地球物理学連合

（IUGG）委員会 地球深部研究（Study of Earth’

s Deep Interior: SEDI）

　　開催期間：　2014 年 8 月 3 日～ 8月 8日

　　開催場所：　湘南国際村センター（神奈川
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県葉山町）

２．２．JpGU 2014 SGEPSS 共催セッション（JpGU

プログラム委員）

 以下の 24 件の関連セッション（プラズマ宇宙

物理 3 学会合同セッションを含む）の共催を承

認した。

1. 「大気化学」竹川暢之（東京大学）

2. 「太陽圏・惑星間空間」徳丸宗利（名古屋大学）

3. 「磁気圏 -電離圏結合」中野慎也（統数研）

4. 「磁気圏構造とダイナミクス」三好由純（名

古屋大学）

5. 「成層圏過程とその気候への影響」宮崎和幸

（JAMSTEC）

6. 「大気圏・電離圏」大塚雄一（名古屋大学）

7. 「インフラサウンド及び関連波動が繋ぐ多圏

融合地球物理学の新描像」山本真行（高知工科

大学）

8. 「New Perspectives on Earth's Inner 

Magnetosphere」D.Summers(Memorial Univ. 

NFL)

9. 「電気伝導度・地殻活動電磁気学」山崎健一（京

都大学）

10. 「地磁気・古地磁気・岩石磁気」櫻庭中（東

京大学）

11. 「月の科学と探査」諸田智克（名古屋大学）

12. 「プラズマ宇宙：波動粒子相互作用，粒子加

速，相対論的プラズマ」松清修一（九州大学）

13. 「プラズマ宇宙：乱流，輸送，非線形現象」

松清修一（九州大学）

14. 「プラズマ宇宙：原子分子過程，ダスト，弱

電離，プラズマ応用」松清修一（九州大学）

15. 「プラズマ宇宙：MHD 現象，リコネクション，

構造形成」松清修一（九州大学）

16. 「プラズマ宇宙：観測・実験の計画・手法，

装置開発，プラズマ計測」松清修一（九州大学）

17. 「プラズマ宇宙：星間・惑星間空間，磁気圏」

松清修一（九州大学）

18. 「プラズマ宇宙：シミュレーション技法，デー

タ解析・可視化」松清修一（九州大学）

19. 「Space Weather and Space Climate」片岡

龍峰（極地研究所）

20. 「大型レーダーおよび広域観測網による太陽

地球結合過程の研究」山本衛（京都大学）

21. 「雷放電・高高度放電発光現象と下層・中層

大気への影響」佐藤光輝（北海道大学）

22. 「VarSITI - 太陽活動変動とその地球への影

響」塩川和夫（名古屋大学）

23. 「宇宙科学のための観測機器開発」松岡彩子

（JAXA 宇宙研究所）

24. 「日本における巨大地磁気誘導電流」藤田茂

（気象大学校）

３．会員関係

　３．１．入退会審査（庶務）

 以下の学生会員 137 名の入会を承認した（前

回運営委員会以降）。

坪崎広之（九州大学、紹介会員：Huixin Liu）

中野谷 賢、諌山翔伍、山之口 和輝、式綱友章（学

生、九州大学、羽田 亨）

箕浦 武、粂野良太、中村義弘、田 采祐、橋本

あゆみ、小木曽 舜、Martinez Claudia（名古屋

大学、塩川和夫）

大松直貴、伊藤裕作（名古屋大学、大塚雄一）

安 鉉善、森山悠司（神戸大学、乙藤 洋一郎）

松村俊明、渡辺真矢（東北大学、加藤雄人）

中西邦仁、今井雅文（京都大学、家森俊彦）

竹内亮太（名古屋大学、家田章正）

太田 聡（九州大学、河野英昭）

中山洋平、木村 葵（京都大学、海老原祐輔）

山田崇貴（東京工業大学、笠井康子）

佐藤佑紀、丸野大地、高橋直子、加藤史也（東

北大学、笠羽康正）

太田 守、松田昇也、松井大樹、高橋雄大、大池

悠太（金沢大学、笠原禎也）

嶋 啓佑（金沢大学、後藤由貴）

松下敏法、佐伯僚介、松永和成、小山響平（名

古屋大学、関 華奈子）

布施川 綾花（立教大学、亀田真吾）

宇治 賢太郎、桑原正輝（東京大学、吉川一朗）

今城 峻、松下拓輝、出口 陵、和田 宏太朗（九

州大学、吉川顕正）

遠藤 研（東北大学、熊本篤志）

横山貴史（東京工業、綱川秀夫）

今井正尭、阪井陸真（北海道大学、高橋幸弘）

小松功平、岡本駿一、村越貴成、佃 拓哉、武政

祐真、森元裕也（高知工業高専、高田 拓）

岡田 彩、村上隆一、岡野雄一、村上弘明、千葉

康永、新山峻平、内海俊人、長谷川 大（電気通

信大学、田口 聡）

横山貴文、福田 淳、山幡琢也、大谷厚志（電気

通信大学、冨澤一郎）
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前尾 友紀子、三井俊平、最所 崇（電気通信大学、

細川敬祐）

高崎慎平、兒玉晋洋、ペルウィタサリ セプティ、

野口 恵理子（東北大学、坂野井健）

長谷川 周平、外山晴途、加藤佑一、重松 界（名

古屋大学、三好由純）

水口岳宏、北 元、栗田 怜、金田和鷹（東北大学、

三澤浩昭）

河野紘基、木原大城、池原光介（高知工科大学、

山本真行）

加藤寛大、ワッサナサンミーチャ コンニャナッ

ト（京都大学、山本衛）

谷口若菜、北原 優（高知大学、山本裕二）

益永 圭（東北大学、寺田直樹）

藤井哲夢（熊本大学、渋谷秀敏）

千葉貴司（東北大学、小原隆博）

石田哲朗（総合研究大学院大学、小川泰信）

星 賢人、頭師孝拓、萩行憲輔（京都大学、小嶋

浩嗣）

井口恭介（総合研究大学院大学、松岡彩子）

二階辰彦、平林孝太、阿部 愛、斎藤達彦、村木

昂大（東京大学、星野真弘）

伊東保崇、白川慶介（東京大学、天野孝伸）

永野浩貴、渡辺太規、津屋太志（名古屋大学、

西谷 望）

山本晃寛（信州大学、川原琢也）

久保田 結子、杉山 肇（京都大学、大村善治）

米田麻人、中村 総一郎（大阪府立大学、中村雅夫）

熊谷祐穂、関 明日香（東北大学、中村教博）

上野悟志（名古屋大学、町田 忍）

山内里子（東京工業大学、長井嗣信）

清水健矢（東京大学、長谷川 洋）

八津川 友輔（東海大学、長谷川 洋）

小中原 祐介（九州大学、渡辺正和）

川嶋一生（京都大学、藤 浩明）

北川普崇、大山裕介（東京大学、藤本正樹）

河村 麻梨子、石川元久、竹島順平、今村有人（東

京大学、齋藤義文）

伊集朝哉（名古屋大学、徳丸宗利）

高崎健太（神戸大学、兵頭政幸）

林 鮎子、伊藤史宏（名古屋大学、平原聖文）

有金 聡（徳山工業高専、北村 健太郎）

鳥海 森（東京大学、草野完也）

森 陽平（同志社大学、林田 明）

中村 紗都子、穂積裕太、幸野淑子（京都大学、

齊藤昭則）

 以下の 4名の退会を承認した。

石田光男、墻内千尋、馬場清英、濱本 昂（学生）

　３．２．名誉会委員推挙（総務）

 3 名の会員が候補として挙げられた。評議員

会で審議し、推薦することを決定したら、運営

委員会から紹介文作成を依頼し、来春の総会で

決議する。

４．会計関係（会計担当）

　４．１．H25 年度決算報告について

 資料に基づいて報告がなされた。

　４．２．H26 年度予算案について

 従来どおりの予算案では赤字となるため、別

途提示された予算改善案の検討を行った。

・プロアクティブ（PAC）の業務費見直しについて、

その理由（電話応対等の想定外の業務）が報告

された。

・予算改善案：正会員の秋学会参加費の値上げ、

会報の印刷費と発送費を 0 円とする、秋学会プ

ログラム CD-ROM 作成をやめる等。基金交流事業

費には若手派遣費を組み込まず、研究集会費の

30 万円のみを残す（若手派遣費は西田国際学術

交流基金から支出する）。

 学会運営見直し（公益・一般法人化の可能性

や予算改善案の検討を含む）のタスクフォース

を設置することとした（山崎副会長を主査とし、

他メンバーを決定する）。

 「会誌分担金」の名称を「オープンアクセス支

援金」などとすることで調整をはかる。非会員

の EPS 投稿料に対し、会員の投稿料減額を維持

するためには、支援金を予算に組み込んでおく

必要がある。会誌分担金の 5 学会間でのルール

作りをする必要がある。

５．助成関係

　５．１．国際学術交流事業の審査（助成担当）

 若手派遣について 1 件の応募があったが、助

成を見送ることを決定した。

　５．２．その他の助成・推薦の現状（賞 TF）

 東レ科学技術賞と宇宙科学奨励賞に、それぞ

れ会員 1名を学会から推薦することとした。

　５．３．山田科学財団研究援助の推薦

 2 件の応募があり、2件とも学会推薦すること

とした。

６．大林奨励賞委員会推薦委員候補者検討（総務）
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 推薦委員候補者とその打診順を決定した。

７．秋学会関係

　７．１．今年度の秋学会の状況（秋学会担当、

他担当運営委員）

 投稿数：407（口頭 205、ポスター 192）。記

者発表が 11/1 に行われた。4 社の記者の出席が

あり、吉川一朗会員の発表について高知新聞に

記事が掲載された。

　７．２．学生発表賞の準備状況（学生発表賞担

当）

 129 件の学生発表に対し、学生発表賞の審査

を実施。特許の申請はアブストラクト公開後の

半年以内に行う規則があるので、予稿の公開は

約 1 週間前に、審査員へは守秘義務を条件に事

前に予稿内容を知らせる。

 JpGU の学生発表賞審査の方針について会長か

ら報告があった。2014 年 JpGU より、宇宙惑星

セクションでも学生発表賞審査を実施する。

　７．３．来年秋学会のシステム改修など（秋学

会担当）

 （学生会員制度の改定に伴う）投稿システム・

学会登録システムの統合については、H26 年度

予算との兼ね合いもあり、来年度の実現は困難

であろうことが報告された。

 CD-ROM イメージは作成するが、ディスクは作

成・配布しないこととした。

８．アウトリーチ活動（アウトリーチ担当）

 アウトリーチイベント「宇宙☆地球博士が大

集合」を、学会初日 11/2 にイオンモール高知で

開催した。

 衛星設計コンテスト：11/9（土）に相模原市

立博物館にて最終審査会が開催される予定。表

彰式には会長に出席していただき、SGEPSS 学会

賞の授与をしていただく予定。

 衛星設計コンテスト実行委員会のこれまでの

取り組みに対して、今年から内閣府で募集が始

まった宇宙開発利用大賞の文部科学大臣賞が授

与された。

９．男女共同参画関係について（男女共同参画

担当）

 保育室について：会員 2 名から、のべ 47.5

時間の申込。

 男女共同参画学協会連絡会：10 月 7 日に学協

会シンポジウムが開催され、木戸会員が参加。

１０．Web・メーリングリスト関係（WEB/ML 担当）

 Web 関連の費用節約の検討内容が報告された。

１１．EPS 関係（EPS 担当）

 SGEPSS 会計内規「第 4章 金銭等の経理およ

び出納」の修正案が提示され、承認された。

 海外招聘に関するルール変更について：謝金

内規案と食卓料案が提示され、承認された。研

究成果公開促進費による欧文学術誌編集委員会

への海外招聘者については、食卓料を支給する

ものとする。食卓料については、「東京大学旅費

支給要領」の食卓料のうち、教職員 ( 役員、副

理事、教授、准教授及び部長以外のもの ) の額

の定めとする。

 国内出張旅費内規の改定案を確認し、承認し

た。

 EPS 誌”Frontier Letter”の学会からの著者

推薦について、5 名の会員を推薦する方向で打

診することとした。

１２．その他

　１２．１．分科会設置提案審査（地球型惑星圏

環境分科会）

 発起人の一人である関会員より分科会提案に

ついての説明があり、審議の結果、「地球型惑星

圏環境分科会」（発起人：関 華奈子、寺田直樹、

松岡彩子、今村 剛、田口 真、前澤裕之、早川 基）

の設置を承認した。

 各分科会には年度末に報告書を提出していた

だき、分科会審査委員（篠原、小田、村山、大

塚の 4 名の運営委員）が各分科会の活動状況を

モニターしていくこととした。

 全分科会に、学会 HP に掲載用の分科会 HP の

URL を連絡してもらうよう通知することとした。

（長谷川 洋）

第 134 回講演会学生発表賞

（オーロラメダル）報告

　第 134 回講演会における SGEPSS 学生発表賞

（オーロラメダル）受賞者は、３つの分野に分け
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て厳正な審査を行った結果、以下の 10 名の方々

に決まりました。

南 拓人　(京都大学 : 第１分野 )

「津波到来に先んじて観測される海底水平磁場

変動について」 (R003-06)

石田 哲朗 ( 総合研究大学院大学 : 第２分野 )

「長期 EISCAT データを用いた電離圏トラフの

様々な時間スケールの統計的研究」 (R005-20)

北 元 ( 東北大学 : 第２分野 )

 「太陽紫外線による熱圏大気加熱が木星放射線

帯に及ぼす影響　―電波・赤外望遠鏡観測にも

とづく考察―」 (R009-09)

河野 紘基 ( 高知工科大学 : 第２分野 )

 「小型気球搭載を目的としたテレメトリと簡易

運用システムの基礎開発」 (R005-P015)

高橋 透 ( 名古屋大学 : 第２分野 )

 「トロムソ上空で地磁気擾乱時に観測されたス

ポラディックナトリウム層内外の大気温度変動」 

(R005-P003)

津川 靖基 ( 東北大学 : 第３分野 )

「Harmonic spectral features of upstream 

whistler-mode waves near the Moon」 (R007-06)

清水 健矢 ( 東京大学 : 第３分野 )

「磁気リコネクションの持続機構と減衰機構に

イオン outflow が与える影響」(R008-P015)

横山 貴史 ( 東京工業大学 : 第３分野 )

「月表側の磁気異常における表面下の磁化ソー

ス推定」 (R011-P001)

中村 紗都子 ( 京都大学 : 第３分野 )

「Sub-packet structures in the EMIC 

triggered emission observed by the THEMIS 

probes」 (R006-33)

松田 昇也 ( 金沢大学 : 第３分野 )

「あけぼのによる重イオンを含むプラズマ中の

EMIC 波動の観測と伝搬特性解析」 (R006-34)

各分野におけるセッションの分類は以下の通り

です。

第 1 分野 :「地球・惑星内部電磁気学 ( 電気伝

導度、地殻活動電磁気学 )」、「地磁気・古地磁気・

岩石磁気」

第2分野: 「大気圏・電離圏」、「惑星圏」、特別セッ

ション「国際宇宙ステーションからの地球大気・

プラズマ観測による新展開」

第 3 分野 : 「磁気圏」、「太陽圏」、「宇宙プラズ

マ理論・シミュレーション」、「宇宙天気・宇宙

気候 ～観測、シミュレーション、その融合～」、

「小型天体環境」

　学生発表賞の審査および取りまとめは、下記

の審査員と事務局員によって行われました（敬

称略）。講演会期間中に時間と労力を惜しまず公

平かつ公正な選考をして下さったこれらの方々

に心より御礼申し上げます。

審査員

第１分野 : 石川 尚人 (京都大学 )、山崎 明 (気

象研究所 )

第2分野: 坂野井 健(東北大学)、高橋 幸弘(北

海道大学 )、堤 雅基 (極地研究所 )、西谷 望 (名

古屋大学 )、山本 衛 (京都大学 )

第 3分野 : 熊本 篤志 (東北大学 )、杉山 徹 (海

洋研究開発機構 )、関 華奈子 ( 名古屋大学 )、

中村 雅夫 ( 大阪府立大学 )、渡辺 正和 ( 九州

大学 )

事務局員

第 1分野 : 坂中 伸也 (秋田大学 )、望月 伸竜 

( 熊本大学 )、

第 2分野 : 津川 卓也 (情報通信研究機構 )、津

田 卓雄 (極地研究所)、大塚 雄一(名古屋大学; 

事務局長 )

第3分野: 天野 孝伸(東京大学)、成行 泰裕(富

山大学 )、深沢 圭一郎 ( 九州大学 )

　受賞者には来年度春の総会において賞状およ

びオーロラメダルが授与される予定です。受賞

者以外の発表への講評も含めた、審査員による

詳しい講評が分野毎に作成されていますので以

下のページをご参照ください。

http://www.sgepss.org/sgepss/history/

students.html

（大塚 雄一）

長谷川・永田賞　審査報告

 長谷川・永田賞受賞候補者選考委員長　

山崎俊嗣

　会員より長谷川・永田賞候補者として本蔵義

守会員の推薦があったため、長谷川・永田賞内
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規に基づき、候補者選考委員会が設置されまし

た。選考委員会では、長谷川・永田賞表彰の趣

旨に沿って検討した結果、以下のように被推薦

者は受賞候補者に該当すると結論し、評議員会

に報告を行いました。そして、評議員会の審議

を経て、本蔵義守会員に長谷川・永田賞が授与

されることとなりました。

第 33 号受賞者　本蔵義守会員

授賞理由

　本蔵義守会員は、長年にわたり、固体地球電

磁気学分野において、数々の学術的な業績を上

げてこられました。本蔵会員の研究は多岐にわ

たりますが、（１）地球内部の電気伝導度構造研

究、（２）地球ダイナモ研究、（３）地震活動に

関する地球電磁気現象研究に大別できます。

地球内部の電気伝導度構造研究においては、伊

豆半島や伊豆諸島を中心に観測を行い、電気伝

導度不均質構造（電気伝導度異常）を推定する

際に，海を流れる誘導電流の影響（離島効果・

半島効果）を取り除く必要があることを理論・

観測・データ解析から明らかにし、日本列島下

やフィリピン海プレート下の電気伝導度構造の

解明に貢献しました。

　地磁気ダイナモ研究においては、現実的な地

球ダイナモ・モデル構築のために、地磁気分布

およびその時間変動から地球コア内の流体運動

を推定しました。また、地磁気成因論として地

球ダイナモ理論の非線形性に着目し、地球ダイ

ナモの素過程などについて詳細な研究を行いま

した。特に、回転球殻内の電磁流体力学数値シ

ミュレーションにより，地球コアで実現されて

いると考えられる準テイラー状態の地球ダイナ

モ・モデルを世界で初めて示しました。これら

により、地磁気成因および地磁気時間変動メカ

ニズムの研究に大きく貢献しました。

　本蔵会員は、地震活動、断層運動に伴う電磁

気現象研究に一貫して携わってこられました。

特筆すべき成果は、大地震の際に特徴的に現れ

る電磁場変動を初めて明瞭に観測したことです。

この電磁場変動の原因として、地下水中のイオ

ンが地球磁場中で運動して電場変動を生み出す

という地震ダイナモ理論を新たに提唱し、大地

震の余震や人工地震を利用した電磁場変動観測

により、これを検証しました。また、断層構造

および地震発生の予兆に関して、1980 年代初め

からトルコ共和国・北アナトリア断層西部域の

地震空白域において、多角的な国際的地球物理

学観測を実施してきました。この国際共同研究

は、1999 年のトルコ・イズミット地震の際に大

きく注目され、その後も継続されています。こ

のように、日本における地球物理学の先進性を

活かした国際共同の学際的研究を早い時期から

海外で展開しました。

　本蔵会員は、本学会の第 23 期会長を務めると

ともに、第 22 期副会長、運営委員を６期、評

議員を５期務め、本学会の発展に多大の貢献を

しました。また、現在の「日本地球惑星科学連

合大会」の先駆けとなる「日本地球惑星科学関

連学会合同大会」の開催を強力に推進し、特

に，その第１回大会（1990 年）を東京工業大学

において開催するために尽力されました。また、

1990 年に金沢において AGU との共催で開催され

た第１回の WPGM ( 国際地球物理学金沢会議 )の

成功にも尽力されました。さらに、Journal of 

Geomagnetism and Geoelectricity 誌の編集委

員・編集委員長を長期にわたって務め、引き続

き 5学会合同刊行学会誌として発展した Earth, 

Planets and Space 誌の初代編集委員長を６年

間務め、研究成果の国際発信にも尽力されまし

た。このように、本蔵会員は、本学会はもとより、

日本地球惑星科学連合の発展にも多大の貢献を

してこられました。

　本蔵会員はさらに、地震予知連絡会委員，地

震防災対策強化地域判定会委員，JICA 委員など、

政府関係委員を多数歴任し，地球物理学的研究

成果に基づく地震・火山防災事業を国内外にお

いて積極的に推進されました。現在も地震調査

研究推進本部地震調査委員会委員長として重責

を担うなど、多大の社会的貢献をしてこられて

います。

　このように、地球電磁気学、固体地球物理学

の発展への本蔵会員の貢献は極めて大きく、長

谷川・永田賞の授与にふさわしいと考えられま

す。
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長谷川・永田賞を受賞して 

本藏義守

　長谷川・永田賞は長谷川記念杯を引き継いだ

本学会の賞であり、賞状と金メダルに加え、銀

杯が授与される。これは長谷川記念杯の伝統を

継承している。このような名誉ある賞が私に授

与されるとの報を受けた時に脳裏に浮かんだの

は、わが恩師の力武常次先生が長谷川記念杯を

受領されたとき（1972 年６月）のことであった。

懇親会で銀杯をご披露になり、当時 D ２の私も

一杯いただいた。当時は学会の発展への功績な

どまったく理解できず、学者は研究にのみ没頭

すればよいのだと生意気なことを言っていた私

に、「研究者が研究するのは当たり前のことで

あって、それに加えて学術の発展に貢献しては

じめて一人前の学者といえるのだよ。」と諭して

下さった。この教えがその後の私の本学会にお

ける活動の背後にある。

　私の研究業績が「学問の成長を先導する顕著

な業績」に該当するかどうかは疑わしいが、研

究経歴を振り返ってみたい。私が固体地球電磁

気学を志望した理由は二つある。一つは地震予

知論であり、もう一つは当時難問といわれた地

磁気成因論（ダイナモ理論）である。前者では、

電磁気は予知のダークホースなどと呼ばれ、本

命とされる地震及び地殻変動を差し置いてブ

レークスルーを起こす可能性があるとされてい

た。この当時の状況は、上田誠也先生が唱えら

れている現在の電磁気前兆論と対比すると大変

興味深い。だが実際に私が最初に取り組んだ課

題は、恩師が創始者の一人でもある地磁気短周

期変化異常とマントル電気伝導度異常（CA）で

あった。今から思うと全くお粗末な観測インフ

ラであり、成果も初歩的なものではあったが、

結成されたばかりの CA グループで新たな分野の

開拓期の躍動する独創的な研究の雰囲気を経験

できた。地震予知研究に関しては、地震研究所

に所属していたこともあり、プロトン磁力計を

主体とする観測を行うほか、顕著な地震が発生

するたびに何はさておき余震域に飛び出し、全

磁力や地電位などの観測を行ってきた。しかし、

信頼性の高い異常現象の検出はできず、失敗の

連続であった。東工大に新設された地学部門の

助教授として赴任した時は、研究用の観測機器

は皆無であり、地学実験用のポータブルプロト

ン磁力計や簡易電気探査機器を流用するという

状況であった。それでも、トルコの北アナトリ

ア断層西部の地震空白域が国際地震予知実験場

の一つに指定されたことから、日本学術振興会

の国際共同研究（２年間）としてアナトリア高

原に出向くこととなった。1981 年のことであっ

た。その後、科研費による研究を同じ地域で断

続的に継続し、1999 年８月 17 日のイズミット

地震発生を迎えた。地震発生時に、当時最新鋭

MT 観測器が震源域直上で稼働中であり、地震に

関連する電磁気現象の検出に世界中から注目さ

れたものの、予備的解析からは顕著な変化は検

出できず、“地震予知は困難”という流れの一因

ともなった。しかし、その後の詳しい研究の結果、

地震波と地球磁場の共鳴現象ともいえる地震ダ

イナモ効果の発見につながった。最近では、地

震発生 20 分前に地殻比抵抗が急変していたこと

を突き止め、地震断層近傍の流体の連結におけ

る応力起源相転移というメカニズムを提唱した。

　一方、地磁気成因・変動論に関しては、東工

大に移ってから本格的に取り組んだ。やがてダ

イナモ理論は大規模計算機シミュレーションの

時代になった。松島政貴助手と院生の高橋太君

と組んで当時世界最速であった我が国の「地球

シミュレータ」を使った研究により、地球磁場

の生成・維持のみならず極性逆転を含む地球磁

場の変動を説明することに成功した。松島君や

高橋君の研究はさらに進展し、新たなる展開に

期待しているが、私自身はこの研究で長年抱い

ていた夢が実現したと思っている。

　「学会の発展にかかわる事業に功労」面では、

第 23 期会長を務めたことが評価されているのか

もしれないが、私自身が最も苦心したのは学会

誌と他学会との合同大会である。学会誌とは、

Journal of Geomagnetism and Geoelectricity 

（JGG）であり、その後継の Earth, Planets and 

Space （EPS）である。前者と私のかかわりは大

学院進学時に始まる。JGG は黎明期にあった地

磁気変化異常・マントル電気伝導度異常関連の

主要誌であったが、学会誌ということで国内誌

に分類されていたことを知らず、図書室の外国

誌書架に見つからないとわめいて失笑を買った

ことを思い出す。私にとって JGG ははじめから
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大林奨励賞審査報告 

大林奨励賞候補者推薦委員長

綱川秀夫

　大林奨励賞は、本学会若手会員の中で地球電

磁気学、超高層物理学、および地球惑星圏科学

において独創的な成果を出し、将来における発

展が十分期待できる研究を推進している者を表

彰し、その研究を奨励するものです。2012 年度

の大林奨励賞候補者推薦委員会では、推薦を受

けた会員について審査を行い、3 名の大林奨励

賞候補者を選出いたしました。本委員会で選出

した候補者につき評議員会にて審査し、授賞が

決定いたしました。各受賞者の授賞理由を下記

に示します。

第 44 号　今田晋亮　会員

「磁気リコネクションによる粒子加速過程の研

究」

授賞理由

　磁気圏に生起する様々な変動のエネルギーの

源は太陽にあり、太陽風のエネルギーが地球磁

気圏へ取り込まれる過程において磁気リコネク

ションが重要な役割を果たしている。太陽風と

磁気圏のように異なる２つの領域の境界は本学

会の研究対象として本質的であるが、複数の素

過程の競合や異なるスケールの物理過程の結合

もまた、本学会の研究を特徴づける重要な点で

ある。平均的な描像の理解から始まった磁気圏

の研究は、GEOTAIL などに代表される衛星観測

やシミュレーション研究によって長足の進歩を

遂げ、スケール間結合の重要性が指摘される段

階に入った。このような背景のもと、今田会員

は、GEOTAIL 衛星の高時間分解能データの解析

から始め、CLUSTER 衛星による編隊多点観測を

駆使し、従来漠然としか捉えられていなかった

磁気リコネクションによる粒子加速を詳細に調

べ、マクロスケールの現象をもたらすミクロス

ケールの物理の解明に貢献した。

　今田会員の研究の中で今回選考の対象となっ

た主な成果は、(1) CLUSTER 衛星観測に基づく

磁気圏尾部リコネクションにおける高エネル

ギー粒子加速域の解明、(2) ひので衛星極端紫

外線撮像を用いた太陽フレアにおけるプラズマ

のダイナミクスの解明、(3) GEOTAIL 衛星観測

に基づく磁気リコネクション時の粒子加速の最

適条件の研究である。

　１番目の研究において、今田会員は、磁気圏

尾部で起こる磁気リコネクションにおいて高エ

ネルギー粒子がどこで加速されているかを調べ

た。従来は、磁気リコネクション X 点の位置が

わからないため、衛星観測がリコネクション

域の中のどの位置にあるのか理解するのが難し

かった。今田会員は CLUSTER 衛星の四機編隊観

測を用い、観測された磁場を衛星間の位置関係

を保ちつつリコネクション域のモデル磁場と合

わせることで X 点の位置と動きを割り出し、高

エネルギー電子が、これまで予想されてきたよ

うな磁場拡散領域につながった磁力線上だけで

なく、地球寄りのプラズマシート中央部で磁場

が局所的に強くなっている場所にも存在するこ

とを明らかにした。局所的に強い磁場は、磁気

リコネクションの進行に伴い、リコネクション

域から吐き出されるプラズマの速度が上昇する

ことにより磁場の pile-up が起きたと考えられ

る。磁場が pile-up した領域の高エネルギー電

子の存在は、プラズマ電子が２段階の過程を経

て加速されていることを示す最初の証拠であり、

磁気圏尾部だけでなく宇宙で起きる磁気リコネ

クションの電子加速の理解にとっても重要であ

る。

　磁気リコネクションは、太陽表面に蓄えられ

た巨大な磁気エネルギーが爆発的に解放される

太陽フレアにおいても重要な役割を果たしてい

る。今田会員は、２番目の研究において、フレ

アの際のひので衛星搭載の極端紫外線撮像分光

装置の観測を用いてプラズマの動きを解析し、

開いた磁力線の領域においてフレア発生から数

時間経った後もプラズマが宇宙空間に向かって

上昇していること、その上昇速度と温度に正の

相関があること、さらに、温度が百万度を超え

るとその傾きが急上昇することを明らかにした。

この結果は、リコネクション域のプラズマのダ

イナミクスだけでなく、太陽風の加速メカニズ

ムの理解にも貢献する知見である。

　３番目の研究では、磁気リコネクションにお

いてどのような条件下で最も効率よく高エネル

ギー粒子が生成されるかを明らかにした。今田

会員は、GEOTAIL 衛星観測を用いた統計解析を
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行い、磁気リコネクションを起こす電流層の厚

さが薄いほど効率的な粒子加速が起きることを

示した。薄い電流層は電子が高温になるために

有利な条件であり、加熱された電子が次の段階

で加速され高エネルギーになるという理論を支

持している。

　これら３つの研究成果はマクロな物理を動か

してゆくミクロな物理を解明している点で先駆

的である。研究方法としては衛星観測に基づい

ているが、シミュレーション結果やモデル計算

を組み合わせ、途中で置いた仮定も観測によっ

て検証しつつ進めており、明確な問題意識と主

体性が感じられる。今後も、磁気圏物理と太陽

物理の両方の分野にまたがる研究を推進し、本

学会へ貢献することが期待されている。

以上の理由により、今田晋亮会員に大林奨励賞

を授与することとした。

第 45 号　成行泰裕　会員

「太陽風プラズマ中磁気流体波動の非線形過程の

研究」

授賞理由

　科学衛星による直接観測によってプラズマと

電磁場データが得られる地球周辺の宇宙空間は、

複雑な境界条件に強く支配されることなく、自

由な長時間発展が可能な高レイノルズ数力学系

であり、プラズマ非線形現象を研究するための

理想的な実験室と言われている。近年の衛星観

測データの高精度化、編隊飛行による多点観測、

計算機資源とアルゴリズムの進化、そしてプラ

ズマ物理と数理科学の新展開と新手法の開発に

より、太陽風プラズマ中の非線形波動の研究は

ますます魅力的なものとなってきている。さら

に、波動によるコロナ加熱、磁気流体乱流の非

慣性領域の物理過程、乱流中の粒子輸送、波動

による粒子加速・加熱、そしてこれらの知見の

天体物理など他分野への応用等、数多くの課題

の重要性が増している。このような背景のもと、

成行会員は太陽風プラズマ中に普通に観測され

る大振幅アルヴェン波（磁気流体波動とほぼ同

義）の非線形発展過程について、主として理論

および計算機シミュレーションを用いた研究を

行ってきた。

　成行会員の研究の中で、今回選考の対象となっ

た主な成果は、(1) 太陽風中アルヴェン波のパ

ラメトリック不安定性における有限イオン温度

効果、(2) 低ベータプラズマ中の非単色アルヴェ

ン乱流の非線形発展、(3) 太陽風中アルヴェン

乱流の非線形発展に伴うイオン加速と加熱の研

究である。

　１番目の研究で成行会員は、太陽風中のアル

ヴェン波の減衰過程において、イオンの運動論

的効果の考慮が不可欠であることを示した。ア

ルヴェン波の減衰は、太陽風の加速を考える上

で極めて重要な意味を持つ。古典的な太陽風モ

デルであるパーカー解から期待される値よりも

実際の太陽風は高速であり、これを説明する有

力な候補として、アルヴェン波の減衰による太

陽風プラズマへのエネルギー供給が考えられる。

従来は、低周波アルヴェン波の減衰過程に関し

て流体近似を用いた議論が主であった。成行会

員はイオン音波の無衝突減衰とイオンの有限温

度効果によるアルヴェン波の分散が波動間相互

作用に影響を与えることに着目し、その効果を

含む新しい理論モデルを提唱した。さらに、従

来の現象論的モデルとイオンハイブリッドコー

ドを用いた新しい数値計算結果を比較し、提唱

した理論モデルの重要性を明らかにした。

　２番目の研究では、太陽風中の非単色なスペ

クトルを持つアルヴェン乱流の非線形発展過程

を明らかにした。太陽地球間の高速太陽風中の

磁気流体乱流は、主に太陽から外向きに伝播す

るアルヴェン波で構成されている。このよう

なアルヴェン波は大振幅であるため、パラメト

リック不安定性により異なる波数の波動にエネ

ルギーを分け与え、自らは減衰していく。パラ

メトリック不安定性は、逆方向伝播の波動を生

成する崩壊型と、逆方向伝播の波動を生成しな

い自己変調型に大きくわけられる。これまでは、

太陽風パラメータに対して崩壊型不安定性が卓

越する理論計算結果が得られており、観測結果

と相容れないことが問題となっていた。成行会

員はイオンハイブリッドコードを用いた数値実

験を行い、非単色スペクトルを持つアルヴェン

乱流において、アルヴェン波同士のうなりによ

る密度揺らぎが自己変調不安定性の種となるこ

と、逆方向伝播の波動の生成が従来考えられて

いたよりも抑制され自己変調型不安定性が卓越

することを示した。

　３番目の研究では、太陽風中の低周波アルヴェ
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ン乱流の非線形発展に伴うイオンの加速・加熱

過程を検討した。過去の太陽風イオンの非断熱

的過程の研究は、高周波波動の無衝突減衰に着

目した議論が主であったが、成行会員はイオン

ハイブリッドコードを用いた数値計算により、

非単色のスペクトルを持つ低周波アルヴェン乱

流の減衰に伴って、観測で明らかとなっている

太陽風イオンの重要な特徴（イオン種間温度差、

非対称な速度分布）が自然に再現されること、

背景磁場に対し垂直方向のイオンのエネルギー

が一定になること、局所構造による非熱的粒子

の加速が生じることを明らかにした。さらに、

成行会員はこれらの数値計算結果から、波動揺

動による見かけ上の温度として蓄えられている

イオンのエネルギーが、実質的な熱エネルギー

に変換される過程を見出し、数値計算結果を説

明する理論モデルを提唱している。

　これら３つの研究業績は、太陽風プラズマ中

の磁気流体波動に関する諸々の問題の中でも、

宇宙プラズマ研究の黎明期から現在に至る重要

問題に対し果敢にとりくんできた成行会員の努

力の成果であり、今後も先端的研究を進めてい

くことが期待されている。

　以上の理由により、成行会員に大林奨励賞を

授与することとした。

第 46 号　菅沼悠介会員

「堆積残留磁化獲得機構の岩石磁気学的研究と太

古代堆積岩の精密磁化測定」

授賞理由

　過去の地磁気変動を連続的に復元するために

堆積物が広く利用されており、堆積残留磁化の

有用性は多くの研究者に認められている。その

基礎となる堆積残留磁化はこれまで数十年にわ

たり研究されてきたものの、未だ不明の点が多

く残されている。特に、堆積過程で磁化を獲得

するメカニズムは重要である。岩石磁気学的研

究の開始当初は堆積後の圧密によって徐々に磁

化が固着するモデルが主流であったが、最近の

有力モデルでは堆積粒子間凝集を重要なプロセ

スとし、磁化は堆積時に固着すると考えている。

したがって、堆積残留磁化獲得機構の極めて重

要な問題について、モデルにより見解が大きく

異なっている。このような研究背景のもと、菅

沼会員は実際の堆積物データから磁化固着の深

度を正確に示すため、宇宙線起源の同位体元素

測定という異分野の手法を導入した。その結果、

残留磁化獲得と地磁気変動との時間差が有意に

存在すること、及び、堆積残留磁化の獲得時に

堆積物圧密以外の重要なプロセスがあることを

示した。

　菅沼会員の研究の中で今回選考の対象となっ

た主な成果は、(1) 堆積物の残留磁化と宇宙線

生成核種 10Be の堆積物中濃度という異なる種類

のデータを比較し、堆積残留磁化の固着深度を

正確に推定したこと、(2) 堆積残留磁化獲得の

確率過程を詳細にモデル化し、短周期地磁気変

動が従来の考えよりも忠実に記録されうること

を示したこと、(3) 約 35 億年前の堆積岩に対す

る残留磁化精密測定から当時の極移動曲線を詳

細に復元したことである。

　１番目の研究では、海底堆積物に記録された

ブルン・松山地磁気逆転時について、古地磁気

学的手法で測定した残留磁化強度と、同位体元

素測定による 10Be フラックスを比較した。宇宙

線生成核種の一つである 10Be フラックスは地磁

気強度に支配され、堆積時に地磁気強度変動を

記録する。典型的な例として、磁場強度が著し

く弱くなる地磁気逆転の時には 10Be フラックス

が極大になる。菅沼会員はこのことを念頭に置

き、ブルン・松山地磁気逆転時の同一堆積物試

料に対して、残留磁化と 10Be フラックスの両方

を測定した。その結果、10Be フラックス変動と

比較して、堆積残留磁化強度変動には堆積物深

度で約 15cm 分の時間差があることを明らかにし

た。この結果は、最近の有力モデルとは異なり、

堆積後に磁化が獲得されたことを示している。

菅沼会員はこの固着深度に対応する時間差を考

慮し、ブルン・松山地磁気逆転の年代は従来の

説より１万年程度若い約 77 万年前と推定した。

２番目の研究では、菅沼会員は堆積後の残留磁

化固着プロセスを実測データに基づいてより詳

細に検討した。堆積後に残留磁化を獲得する場

合、従来のモデルでは堆積物の圧密過程を重視

し、深さとともに磁化獲得効率は指数関数的に

減少すると考えていた。菅沼会員は、測定した

堆積物の磁化獲得効率が指数関数型ではなく、

約 17cm の固着幅を持つガウス関数で近似できる

ことを明らかにし、堆積後の磁化獲得に圧密以

外の重要なプロセスが作用していることを指摘

した。また、従来の指数関数型固着では短周期

地磁気変動が大きく減衰する磁化記録となり、
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実測で短周期成分も比較的よく記録されている

事実と矛盾していた。菅沼会員が提示したガウ

ス関数型固着では、短周期成分が従来のモデル

よりも忠実に記録される。このことから、堆積

物の磁化固着モデルと実測との整合性、及び、

堆積残留磁化による地磁気変動記録の特徴を明

確に示した。

　３番目の研究は堆積残留磁化の精密測定であ

る。菅沼会員は、北西オーストラリアのピルバ

ラ地塊で掘削された太古代チャート層のボーリ

ング試料を用いて、約 35 億年前のテクトニクス

を詳細に検討した。本研究では、通常用いられ

る表層の堆積岩ではなく、風化・変質の影響を

受けにくいボーリング試料を用いたことで、初

生的と考えられる磁化方位の抽出に成功した。

従来のデータと合わせピルバラ地塊の太古代極

移動曲線を構築した結果、当時の大陸移動速度

は年間 12 ～ 112 cm と推定され、太古代の大陸

プレートは現在よりかなり速い移動が可能で

あったことを示唆した。

　これら３つの研究成果は新しい手法に挑戦し

てきた結果であり、堆積物を利用した古地磁気

学を新たに進展させるものである。また、菅沼

会員は古地磁気学の範疇にとどまらず、年代層

序学やテクトニクスへの応用、古気候・古環境

研究への応用などの学際的研究も積極的に行っ

ており、今後の幅広い活躍がいっそう期待され

ている。

　以上の理由により、菅沼会員に大林奨励賞を

授与することとした。

大林奨励賞を受賞して

今田晋亮

　このたびは大林奨励賞という本学会の栄誉あ

る賞を賜り、大変光栄に存じます。この場をお

借りして、ここに至るまでの経緯を、御指導・

御鞭撻くださった恩師の方々への感謝の意と共

に御紹介させて頂きたいと思います。

　修士・博士課程の 5 年間は、東京大学地球

惑星科学専攻にて星野真弘先生の御指導のも

と、地球磁気圏における磁気リコネクションに

伴う高エネルギー粒子加速過程に関する研究に

取り組み、２００６年３月に学位を取得しまし

た。この５年間に研究者に必要な２つの大切な

事を学ばせて頂いたと思っております。一つは

宇宙プラズマを支配する基本的な基礎物理その

ものであり、もう一つはその基礎物理をもとに

独自に宇宙プラズマ現象を考える力です。この

両者を根気強く指導いただいた星野真弘教授に

は深く感謝申し上げます。この間に学んだ事を

武器に現在も研究活動を進めており、この時期

に学んだ事無くして今の自分はありません。博

士取得後は、引き続き地球磁気圏物理の研究に

取り組みつつ、SGEPSS という分野で得た物理の

理解・知識・思考を武器に太陽物理学にも研究

の守備範囲を広げようと考えました。国立天文

台・ひので科学プロジェクト（２００６年当時

は Solar-B 推進室）にポスドクとして赴任し、

太陽コロナの研究を始めました。当時（２００６

年４月）、国立天文台は太陽観測衛星「Solar-B」

（後の「ひので」）打ち上げに向けて最終段階の

大変な時期でした。そのような時期に、私のよ

うな分野外の人間をポスドクとして採用して頂

き、さらに太陽物理学の“いろは”を一から御

指導いただいた常田佐久先生はじめ国立天文台

の皆様、太陽物理研究者の皆様には心から感謝

しております。特に「ひので」衛星に搭載され

た極端紫外線撮像分光装置 EIS チームの皆様に

は右も左も分からない私を辛抱強く御支援いた

だき誠にありがとうございました。

　今回賞を頂くにあたり、受賞研究題目として

「磁気リコネクションによる粒子加速過程の研

究」というタイトルを審査委員の皆様につけて

いただきました。この「粒子加速」というテー

マは、一筋縄で解決できる問題ではありません。

というのも、加速過程自体はミクロなスケール

の物理（いわゆるプラズマ運動論）が重要ですが、

どのくらいのエネルギーまで加速できるかを考

える際には、マクロなスケールの物理（いわゆ

る電磁流体力学）も考えなくてはいけません。

つまり、ミクロからマクロまでどのようにつな

がって粒子が加速されているか考える必要があ

ります。地球磁気圏尾部で起る磁気リコネクショ

ンは、「GEOTAIL」衛星をはじめとして、衛星が

その場を直接観測する事によって、局所的な限

られた地点で何が起っているのかを明らかにす

る事ができます。一方、太陽コロナで起る磁気

リコネクションは、「ひので」衛星をはじめとし

た、リーモートセンシング（撮像）観測によっ
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大林奨励賞を受賞して　

菅沼悠介

　この度は，大林奨励賞という栄誉ある賞を賜

り，たいへん光栄に存じます．

　本発表の内容は，博士論文で取り組んだ太古

代堆積岩の精密磁気測定と，PD 時代以降取り組

んでいる海底堆積物の残留磁化獲得機構に関す

る研究について評価を頂いたものです．本研究

を進めるにあたり，たいへん多くの方々にご指

導・ご協力を頂きました．この場をお借りして

これまでお世話になった先生，先輩，同輩，後

輩の皆様に心より感謝致します．

　私は，当学会ではかなり異端の雑草育ちで，

修士課程まではベーシックな地質学を研究テー

マとしておりました．それが博士課程に進学し

た東大海洋研で，指導教官の徳山英一先生，そ

して博士論文の主査である浜野洋三先生の指導

のもと，大変貴重な太古代チャート層の掘削試

料を用いて研究するチャンスを頂きました．本

研究では，掘削試料という利点もあり，ひたす

ら緻密な磁化測定を行うことで，初生的な残留

磁化方位の抽出に成功し，当時の大陸移動速度

が現在より早かったこと可能性を示すことがで

きました．本研究では，根建心具先生，渋谷秀

敏先生，清川昌一先生にも大変お世話になりま

した．

　その後，博士論文をなんとか提出できたもの

の行く当てもなく，業界から足を洗おうと思っ

ていたところ，産総研の山崎俊嗣先生（現東京

大学）に PD として拾って頂きました．山崎先生

から，それまでは地質学的問題を解くツールと

して利用してきた古地磁気・岩石磁気学につい

て，初めてその基本物理の問題に向き合うこと

を学びました．そして，先生にはその後も現在

に至るまで変わらずご指導を頂いております．

また，この当時産総研には，小田啓邦博士，山

本裕二博士，望月伸竜博士ら優秀な先輩方もお

られ，一日中研究について議論・相談出来ると

いう貴重な時間を過ごすことができました．そ

の後，東京大学で PD として再び浜野洋三先生，

そして先生の退官後には多田隆治先生，横山祐

典先生にご指導頂きました．横山先生からは，

宇宙線生成核種の分析手法を学び，その後の研

究展望を開くことができました．そして，極地

研で現職を頂いてからは新たに南極の環境変動

研究に従事していますが，周囲のご理解もあり，

引き続き海底堆積物の年代決定精度向上を目標

に，PD 時代からの研究課題である海底堆積物の

残留磁化獲得機構の問題に取り組み続けていま

す．

　海底堆積物の残留磁化として記録される地磁

気逆転・強度変動は，地層対比や年代決定など

に広く利用されてきました．しかし，その基本

物理である堆積残留磁化の獲得機構には未だ不

明な点が多く残されています．私はこの問題に

取り組むため，海底堆積物の 10Be フラックス

に注目しました．10Be などの宇宙線生成核種の

大気中生成率は地磁気強度の影響下で変動する

ため，海底堆積物から復元される 10Be フラッ

クスも過去の地磁気強度を示す指標となりま

す．この特性を利用して，海底堆積物における

Brunhes-Matuyama（B-M）境界を対象に，10Be フ

ラックスと残留磁化から求めた地磁気強度変動

記録を比較することで，地磁気変動と残留磁化

獲得の間には獲得深度差が存在すること，この

深度差の影響を考慮すると B-M 境界年代値が従

来より１万年程度若い約 77 万年前である可能性

が高いことを示すことができました．また，こ

のデータを数値的に解析することで，海底堆積

物における最も適当な残留磁化獲得関数は，従

来予想されていた生物擾乱層の直下からスター

トする Exponential 型ではなく，生物擾乱層よ

りも十数センチ下位を中心とする Gaussian 型で

表される可能性が高いことを明らかにしました．

このことは，海底堆積物の残留磁化獲得は，従

来の想定である堆積物の圧密・脱水過程では説

明できず，むしろ生・化学的プロセスが働いて

いる可能性を示しています．しかし，このプロ

セスの具体的なメカニズムや，B-M 境界やその

他の地磁気逆転の詳細な年代値などまだ課題も

多く残されています．

　今回の受賞を励みとして，今後も海底堆積物

の残留磁化獲得機構や地磁気逆転年代値の高精

度化などについて研究を深化させていきたいと

思っております．今後ともご指導どうぞよろし

くお願い申し上げます．
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2013 年アウトリーチイベント報告

＜ 2013 年アウトリーチイベント報告＞

「身近なワンダーランド　宇宙と地球のふしぎが

いっぱい　～宇宙・地球はかせが大集合！～」

報告

　2013 年秋学会の初日（11 月 2 日　土曜日　

11:00-17:30）に、今年で 10 回目となる一般市

民向けアウトリーチイベントを開催しました。

会場はこのイベントでは初めて商業施設である

イオンモール高知のイベントスペースを使用し、

高知市内および近隣市町村から小・中学生とそ

の保護者の方々を中心に約 500 名の来場者があ

りました。

　今回は商業施設での開催ということから、特

に科学イベントに興味がなくとも来場して楽し

んでいただけることを目的とし、SGEPSS の研究

分野を体験型の展示と簡単な実験で紹介する「お

しえて☆はかせ」コーナーおよび、実験を通し

て最先端の研究内容を理解してもらう「はかせ

とやってみよう」という２つのパートに分けて、

イベントを実施しました。

　近年のこのイベントの特徴としては、ただ単

なる展示のみで終わらせず、来場者に実際に何

かを体験してもらったり、手を動かして実験し

てもらうということに力を入れてきています。

このため、イベントスタッフは数ヶ月前より多

大な準備を始め、イベントは年々活気に満ちて

きています。この報告では、各担当スタッフを

ご紹介させていただき、そのご協力に深く感謝

の意を表します。

(1) おしえて☆はかせコーナー

　今年も、それぞれの展示・実験を関連する「は

かせ」とジョイントして行う企画としました。

例年通り、SGEPSS 関連研究機関から展示品など

をお借りし、来場者の方々に最先端研究の一端

に触れていただきました。オーロラ発生装置や

磁気圏パチンコ、３D 映像、ダジック・アース、

高圧水層実験、磁石で石を探す体験など、体験

型の展示は子供達を中心にたいへん好評でした。

特に、今年の大人気は、岩石と高圧水層実験、オー

ロラ発生装置でした。

　各展示・はかせコーナーは以下の通りです：

情報通信研究機構による宇宙天気関連の展示お

よび宇宙天気はかせ：長妻努会員、横山竜宏会

員、久保勇樹会員、久保田康文会員、ダジック・

アース：秋谷祐亮会員、ロケットはかせ：柿並

義宏会員、遠藤研会員、宇宙航空研究開発機構

による衛生模型の展示：山崎敦会員、佐藤隆雄

会員、地磁気はかせ：畠山唯達会員、吉村令慧

会員、比嘉哲也会員、鈴木健士会員、海はかせ：

臼井洋一会員、川村紀子会員、オーロラはかせ：

高橋透会員、西山尚典会員、内野宏俊会員、金星・

火星はかせ：細内麻悠会員、原拓也会員、高圧

水槽実験：高崎慎平会員、千葉貴司会員、木星・

土星はかせ：田所裕康会員、堺 正太朗会員。

(2) はかせとやってみよう

　電波をキャッチ！ラジオをつくろう（限定 48

名）、磁石のふしぎをしらべよう（限定 32 名）、

ゆらゆらウェーブのふしぎをしらべよう（限定

32 名）の３つの工作実験を行いました。例年通

り、実験は大人気となり、10:30 の整理券配布

開始でしたが、その 30 分前（イオン開店直後）

から整理券配布を待つ列ができ始めめ、あっと

いう間に限定人数が埋まりました。小学生には

少々難しい制作もありましたが、熱心に取り組

む子供たちと、子供たちに負けずに熱中してい

た保護者の方々の姿が見られました。特に、ラ

ジオ制作とそのラジオを使用して電波の出てい

る星を探す疑似探査実験は大人気でした。

　各実験の担当者は以下の通りです。：電波を

キャッチ！ラジオをつくろう：三澤浩昭会員、

中川広務会員、伊藤一成会員、阪本仁会員、藤

澤翔太会員、磁石のふしぎをしらべよう：松田

貴嗣会員、丸野大地会員、ゆらゆらウェーブの

ふしぎをしらべよう：寺本万里子会員、高橋直

子会員、佐藤佑紀会員

　今回のイベントもメインターゲットを小学生

とし、事前に近隣の小学校に全児童・生徒に行

き渡る枚数のチラシやポスターを配布しました。

全小学生へのチラシ配布は、保護者の目にとま

ることによる効果が大きく、自発的に開場へ来

られた来場者のほとんどが保護者に連れられて

やってきた小学生でした。その他、やはり今回

は商業施設のため、通りすがりで立ち寄った方
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が例年に比べとても多くなりました。

　展示・実験の担当以外にも、下記の方々にた

いへんお世話になりました。秋学会 LOC の山本

真行会員には事前の準備から当日まで大変お世

話になりました。高知県教育委員会、高知市教

育委員会のご後援をいただきました。展示品の

貸出・輸送にご協力いただいた新江ノ島水族館

等、各機関にも心より感謝いたします。また会

計担当：大塚雄一会員、会場全体の運営：塩川

和夫会員、村田功会員、荷物の搬出入担当：深

見洋仁会員、受付担当：北元会員、伊藤裕作会

員、２階ブリッジでの広報担当：木村智樹会員、

津屋太志会員、大松直貴会員。特に広報・実験・

展示世話人を担当した佐藤由佳会員、田所裕康

会員の献身的なご協力に、改めて感謝の意を表

します。

　SGEPSS が学会としてこのようなイベントを開

くことの重要性は大きく、研究を支えていただ

く一般の方々への説明責任を果たす一環として

のみならず、将来の日本を支える人材として小・

中・高校生に印象に残る理科学体験をしてもら

い、将来的に研究者を目指す若者が増えていっ

てほしいという希望をもちながらこのイベント

を実施しています。毎年、ご支援ご協力いただ

いている各機関・会員のみなさまにも改めてお

礼を申し上げます。また、このイベントは、多

くの学生さんやポスドクの方々のマンパワーな

しでは成り立ちません。各機関の上司・指導教

官のみなさまは、このような活動へのご理解と、

今後のお力添えをよろしくお願いいたします。

＜秋学会記者発表会の報告＞

 秋学会の前日 (11/1、金曜日 ) に高知会館で記

者発表会を行いました。今年も各セッションの

コンビーナによる推薦論文の中から、プログラ

ム委員およびアウトリーチ部会での話し合いを

経て、最終的に会長が選定した 3 件の論文につ

いて、著者ご本人に説明をしていただきました。

発表順に吉川一朗会員「イプシロンロケットが

打ち上げた惑星望遠鏡稼働開始」、村木綏会員「屋

久杉年輪幅に残る太陽活動の軌跡」、西岡未知会

員 ( 津川卓也会員代読 )「宇宙まで届いた！竜

巻をもたらす巨大積乱雲の威力～気象現象と電

離圏の関係を解明する有力な手がかり～」の 3

件です。いずれも学問的先進性のみならず、他

分野や社会に対するインパクトがある発表でし

た。当日は 4 通信社から記者の方が取材に訪れ

ました。結果として、1 件の研究が高知地方紙 1

紙に記事が掲載され、1 件がオンラインニュー

スに掲載されたことをご報告いたします。　記

者発表会場を提供くださった高知会館の皆様、

会場セッティングをしていただいた今井一雅会

員と山本真行会員ほか高知 LOC の皆様、そして

ご協力いただいたセッションコンビーナの皆様

にお礼申し上げます。学会の研究内容を社会に

還元する１つの方法として来年度も続けていき

たいと考えておりますので、ひきつづき会員の

皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

（アウトリーチ＆記者発表担当：　坂野井和代、

塩川和夫、畠山唯達、小路真史）

国際学術交流外国人招聘による

Higgins 博士の SGEPSS 高知大会

参加報告

今井一雅

　SGEPSS の海外研究者招聘事業により平成 25

年 11 月に開催されました SGEPSS 秋季講演会（高

知大会）に、アメリカからミドルテネシー州立

大学准教授の Charles A. Higgins 博士に参加し

て頂ける機会を持つことができました。Higgins

博士は、木星電波の研究で有名なフロリダ大学

の Carr 教授のもとで木星電波の研究を行い、

1996 年に博士号を取得しました。その後、NASA

の Goddard Space Flight Center においてポス

ドクとして惑星探査機 Voyager により取得され

た木星電波観測データの解析を行い、木星ヘク

トメートル波の減衰バンド構造を発見しており

ます。2001 年には、ミドルテネシー州立大学に

移り、フロリダ大学での 50 年間の木星電波観測

データをもとに木星磁場の自転周期を高精度に

求めることに成功しました。また現在、超広帯

域超高感度低周波宇宙電波観測システム LWA1 を

使った木星電波の観測をスタートし、新しい観

点から木星電波の謎を解き明かしつつあります。

　ところで、惑星磁気圏の研究が始まったのは、

1955 年の木星電波の発見によるものであること



高知に来られたHiggins 博士と筆者



－ 26 － －－

meeting11.pdf に掲載されています。

　詳しい分科会活動及び関連情報は、http://

center.stelab.nagoya-u.ac.jp/simulation/ に

まとめてありますのでご覧ください。

内部磁気圏分科会活動報告

三好由純、加藤雄人、笠原慧

　内部磁気圏分科会は、内部磁気圏研究に関連

する諸分野との交流、共同研究やキャンペーン

観測の促進、新しい内部磁気圏探査ミッション

の実現などを通して内部磁気圏研究を推進する

ことを目的としています。平成 25 年度は、分科

会として以下の 2回の会合を行いました。

○第 29 回内部磁気圏分科会

　日時：2013 年 5 月 22 日　

　場所：幕張メッセ（日本地球惑星科学連合大

会会場）

　この会合では、内部磁気圏探査衛星ミッショ

ン ERG（Exploration of energization and 

Radiation in Geospace）に関して、ERG プロジェ

クトの現状報告と今後の予定について情報交換

を行いました。また、名古屋大学太陽地球環境

研究所による ERG サイエンスセンターの進捗報

告および新短波レーダについての紹介、大学間

連携 IUGONET プロジェクトの紹介、あけぼのプ

ロジェクトの現状報告、カナダ・ロシアにおけ

る地上観測計画についての紹介がありました。

○第 30 回内部磁気圏分科会

　日時：2013 年 11 月 3 日

　場所：高知大学・朝倉キャンパス（SGEPSS 秋

学会会場）

　この会合では、ERG プロジェクトと ERG 連

携地上観測の現状についての報告の他、次期

SCOSTEP プログラム VarSITI の紹介、ERG サイエ

ンスセンターの進捗報告、GMS-8,9 による宇宙

環境計測および北海道第二レーダーの紹介、デー

タベースへの doi 付与とデータ引用についての

紹介、IUGONET プロジェクトの活動報告、米国

Van Allen Probes ミッションの現状についての

紹介がありました。

　分科会での発表資料の一部は、分科会ホーム

ページでご覧頂けます。

　また、分科会での活動として「インターネッ

ト電磁気圏勉強会」を月 1 回の頻度で行ってい

ます。WebEX と Skype を使って各大学・研究機

関を繋ぎ、電磁気圏研究を進めている研究者や

大学院生のみなさんに研究成果を発表いただき、

セミナー形式で議論しています。発表資料は勉

強会ホームページ（http://sprg.isas.jaxa.jp/

researchTeam/spacePlasma/WebSeminar/、ID/

パスワードは世話人へ御問合せ下さい）で共有

しています。

　内部磁気圏分科会ホームページアドレ

ス：http s : / / s i t e s . g o o g l e . c o m / s i t e /

naibujikikenbunkakai/

衛星設計コンテスト最終審査会報告

 さる 11/9（土）、第 21 回衛星設計コンテスト

最終審査会が、相模原市博物館において開催さ

れました。小山孝一郎会員が昨年度に引き続き

審査委員長を務められ、笠原禎也会員が本学会

からの審査委員として参加されました。今年の

最終審査会では、設計の部４チーム、アイデア

の部６チーム、ジュニアの部６チームが発表を

行い、設計・アイデア・ジュニア大賞の各賞は

以下の様に決定いたしました。

 設計大賞 :

National Cheng Kung University（台湾國立成

功大學）

A t m o s p h e r e - I o n o s p h e r e C o u p l i n g 

Explorer(AICE)

 アイデア大賞 :

立命館大学大学院

月面砂掘削機「月面潜行体 1号」

 ジュニア大賞 :

長崎県立長崎西高等学校

「お家で簡単 無重力農園」

 また、本学会から授与される地球電磁気・地球

惑星圏学会賞は、東海大学による地球周辺磁場

マップ作成衛星「Pyxis」が受賞しました。

 特別講演には、宇宙航空研究開発機構の植田聡

史開発員が登壇され、「衛星設計コンテストから

宇宙へ」と題して講演をしていただきました。

植田氏は、過去に衛星設計コンテストに参加・

受賞経験もあり、その経験を生かして、現在は
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国際宇宙ステーションへの物資輸送に使われて

いる HTV の開発に携わっておられます。講演で

は、HTV の開発過程やコンテストで学んだこと

の意義について話をされました。参加学生は、

今後宇宙開発に携わることを考えているものも

多く、とても有意義な講演であったようです。

 本学会会員が関わっておられる作品が昨年より

も増え、本学会とコンテストとの関わりが強く

なっているように感じられます。今後も、学会

員の皆様のご理解とご支援をよろしくお願いい

たします。

（坂野井和代、中田裕之）　

深尾昌一郎・浜津享助　著

「気象と大気のレーダーリモート

センシング」

Shoichiro Fukao and Kyosuke Hamazu

“Radar for Meteorological and 

Atmospheric Observations”

ご紹介   

山本衛

　表記の書籍をご紹介します。深尾昌一郎会

員（京都大学名誉教授）は、レーダー開発の第

一人者である浜津享助博士と共に「気象と大

気のレーダーリモートセンシング」（京都大学

学術出版会）を出版され、現在は改訂第２版

（ISBN 978-4-87698-788-7）が販売されていま

す。（同書の初版は京都大学学術情報リポジトリ

から無償公開されています。URL は http://hdl.

handle.net/2433/49766）さらにこのたび、同

書の英訳本 ”Radar for Meteorological and 

Atmospheric Observations”が Springer 社か

ら出版されました。eBook 版（ISBN 978-4-431-

54334-3）とハードカバー版（ISBN 978-4-431-

54333-6）が販売されています。またアマゾンか

らは Kindle 版が出されています。

　レーダーリモートセンシングは大気科学と気

象学の発展に極めて大きく寄与してきました。

大気乱流をターゲットとし風速の測定を得意と

する「大気レーダー」と、雨粒・雲粒を主なター

ゲットとする「気象レーダー」に大別され、そ

れぞれ独自に発達してきました。本書は、この

２種類のレーダーを統一的に扱っている点に特

徴があります。さらに、大気中の電波伝搬と散

乱、レーダー装置、観測原理、各種の観測手法、

多くの観測例、といった基礎から応用までを１

冊の中で紹介しています。新たに出版された英

訳本に対しては、気象レーダーの碩学である

Richard J. Doviak博士（NOAA／オクラホマ大学）

が細部にわたって監修されました。さらに新し

い観測技術や成果も加えられています。二人の

著者が豊富な知識を総動員して（さらに英訳本

には強力な監修が加わり）、大気の諸現象を観測

するレーダーの全てを解説し尽くした、優良か

つ貴重な書籍です。

「スプリング・サイエンスキャンプ

2014」参加者募集

　高校生のための先進的科学技術体験合宿プ

ログラム「スプリング・サイエンスキャンプ

2014」参加者募集

　サイエンスキャンプは、先進的な研究テーマ

に取り組んでいる日本各地の大学・公的研究機

関・民間企業等を会場として、第一線で活躍す

る研究者・技術者から本格的な講義・実験・実

習を受けることができる、高校生のための科学

技術体験合宿プログラムです。

開催日：2014 年 3 月 21 日～ 3 月 29 日の期間中

の 2泊 3日

対象：高等学校、中等教育学校後期課程（4 ～ 6

学年）または高等専門学校（1～ 3学年）

会場：大学、公的研究機関、民間企業等（12 会場）

定員：受け入れ会場ごとに8～20名　（計164名）

参加費：2000 円（食費の一部に充当。自宅と会

場間の往復交通費は自己負担）

応募締切：2014 年 1 月 24 日（金）必着

主催：独立行政法人 科学技術振興機構

共催：受入実施機関

応募方法：Web より募集要項・参加申込書を入

手し、必要事項を記入の上事務局宛送付

http://www.jst.go.jp/cpse/sciencecamp/camp/

スマートフォンサイト：http://www.jst.go.jp/
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cpse/sciencecamp/camp/sp/

応募・問い合わせ先：サイエンスキャンプ本部

事務局

（公財）日本科学技術振興財団 人財育成部内

　TEL：03-3212-2454　

　FAX：03-3212-0014　 

　E-mail：camp-boshu25@jsf.or.jp

庶務・広報 (Web/ML) 担当からのお

願い ～着信可能なメールアドレス

の登録をお願いします～

 現在、約 830 名の会員がいらっしゃいますが、

そのうち 25 名ほどの方はメールアドレスをご登

録いただいておりません。そのため、会員への

日常的な情報提供手段であるメーリングリスト

が送付できず、また、会員ご本人への連絡を取

る際に支障をきたすことがございます。

 大変お手数ですが、現在メールアドレスを

ご登録いただいていない会員の皆様、およ

び、登録後にメールアドレスが変更になり、現

在 sgepssall,sgepssbb のメーリングリスト

(学生会員は sgepssstd) が届いていない方は、

(1) SGEPSS ホームページの右欄「会員専用ペー

ジ」よりご登録いただくか、(2)sgepss-admin@

sgepss.org までメールでご連絡下さい。

(畠山唯達 )　

会報印刷物の郵送提供終了について

　第 134 回総会で報告いたしましたように、学

会財政健全化を行う経営努力の一環として、印

刷体による会報の郵送提供はインターネット上

での配信に切り替えさせて頂く方針です。印刷

体は本号をもって終了となります。次号 219 号

（2014 年 5 月発行予定）以降は、学会ホームペー

ジ（http://www.sgepss.org/sgepss/kaihou.

html）からの pdf ファイルによる提供のみとな

ります。

　会員の皆様には、会報が掲載され次第メール

で通知いたしますので、ダウンロードをしてお

読みいただければ幸いです。

　皆様のご理解とご協力の程、よろしくお願い

申し上げます。

（中村正人）
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（単位：円）

収入の部

24年予算案 25.3.31
差異

（決算-予算）
備　　　　考

会費収入 7,352,300 7,475,000 122,700

正会員会費 6,418,200 6,444,000 25,800 12,000円×494名　+　昨年度以前分43件

学生会員会費 176,700 216,000 39,300 6,000円×35名 +　昨年度以前分1件

海外会員会費 109,200 156,000 46,800 6000円×21名　+　昨年度以前分5件

シニア会員会費 148,200 159,000 10,800 3,000円×48名　+　昨年度以前分5件

賛助会員会費 500,000 500,000 0 50,000円×10口(9社)　

大会参加費 1,200,000 1,305,500 105,500 第132回総会・講演会

利子収入 1,000 730 -270

雑収入 20,000 0 -20,000

8,573,300 8,781,230 207,930

5,590,906 5,590,906 0 平成23年度決算額

14,164,206 14,372,136 207,930

支出の部

24年予算案 25.3.31
差異

（決算-予算）
備　　　　考

管理費 2,930,000 2,892,830 -37,170

業務委託費 2,050,000 1,917,870 -132,130 事務委託費1,702,560円(内MMBｼｽﾃﾑ利用料990,500円）
ｻｰﾊﾞｰ利用59,910円選挙業務155,400円

会費振込手数料 180,000 174,825 -5,175

通信費 200,000 188,518 -11,482 会費請求書発送代，事務通信費 等

印刷費 100,000 7,000 -93,000 報告書印刷代

旅 　費 300,000 538,520 238,520 運営委員会 等 旅費

雑 　費 100,000 66,097 -33,903 振込･WEB・ﾛｯｸｱｶｳﾝﾄ・残高証明手数料

事業費 5,980,000 5,701,856 -278,144

会誌分担金 2,000,000 2,000,000 0 EPS運営委員会へ

会報印刷費 350,000 365,147 15,147 年4号発行

会報発送費 500,000 399,383 -100,617 年4回発送・新入会者へ発送

大会開催費 750,000 750,000 0 第132回総会・講演会

秋学会投稿システム 1,300,000 1,194,900 -105,100 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ印刷費・CD-ROM作成

広報教育活動費 100,000 75,032 -24,968 協賛金・ﾄﾛﾌｨｰ・ｺﾝﾃｽﾄ賞状

ｱｳﾄﾘｰﾁ活動費 200,000 316,260 116,260 ﾊﾞｲﾄ代・感謝状用紙・JPGU投稿料・将来構想印刷発送費

名簿作成費 300,000 150,900 -149,100 名簿作成

学生発表賞経費 30,000 17,309 -12,691 賞状・賞状筒

男女共同参画経費 30,000 5,000 -25,000 分担金

託児所設営費 120,000 63,925 -56,075 秋期学会での託児所

連合大会会場費 300,000 364,000 64,000 連合大会費用

基金交流事業費 300,000 821,668 521,668 国際学術研究補助 300,000円・若手派遣援助 521,668円

0 200,000 200,000 大林奨励賞へ繰出

予備費 50,000 0 -50,000

9,260,000 9,616,354 356,354

4,904,206 4,755,782 -148,424

14,164,206 14,372,136 207,930合　　　　 計

科　　　 目

小　　　　 計

前期繰越金

合　　　　 計

科　　　 目

小　　　　 計

地球電磁気･地球惑星圏学会

平成24年度　本会計決算書

（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

次期繰越金

特別会計繰出金
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◆収支計算書

（単位：円）

金額 金額

利子収入 61 残高証明書手数料 210

賞状筆耕 8,400

ﾒﾀﾞﾙ刻印 2,940

ﾒﾀﾞﾙ制作 51,450

ｹｰｽ・箔押し 5,775

振込手数料 735

61 69,510

前期繰越金 361,415 当期収支差額 -69,449

次期繰越金 291,966

合計 361,476 合計 361,476

◆収支計算書

（単位：円）

金額 金額

利子収入 95 ﾒﾀﾞﾙ刻印 3,600

三つ組杯ｾｯﾄ 21,500

文字刻印 7,020

賞状筆耕 8,400

賞状筒 178

残高証明書手数料 210

振込手数料 735

95 41,643

前期繰越金 577,351 当期収支差額 -41,548

次期繰越金 535,803

合計 577,446 合計 577,446

◆収支計算書

（単位：円）

金額 金額

利子収入 34 ﾒﾀﾞﾙ刻印 8,400

一般会計より繰出 200,000 賞状筆耕 25,200

賞状筒 534

残高証明書発行手数料 210

振込手数料 735

200,034 35,079

前期繰越金 62,505 当期収支差額 164,955

次期繰越金 227,460

合計 262,539 合計 262,539

小計 小計

地球電磁気・地球惑星圏学会

平成24年度 特別会計決算書

（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

＜田中舘賞＞

収入の部 支出の部

科目 科目

＜長谷川・永田賞＞

収入の部 支出の部

科目 科目

小計 小計

（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

＜大林奨励賞＞

収入の部 支出の部

科目 科目

小計 小計

（平成24年4月1日～平成25年3月31日）
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（単位：円）

収入の部

26年予算案 25年予算案 24年決算額 備　　　　考

会費収入 7,359,800 7,567,250 7,475,000 会員数は平成25年10月現在

正会員会費 6,167,400 6,384,000 6,444,000 12,000円×541名×95%

学生会員会費 420,000 420,000 216,000 3,000円×140名×100% (秋講演会参加費を会費とする)

海外会員会費 109,200 100,800 156,000 6,000円×26名×70%

シニア会員会費 163,200 162,450 159,000 3,000円×68名×80%

賛助会員会費 500,000 500,000 500,000 50,000円× 10件×100%

大会参加費 1,080,000 820,000 1,305,500 第136回総会・講演会

利子収入 1,000 1,000 730

雑収入 10,000 10,000 0 予稿集売上げ見込み

8,450,800 8,398,250 8,781,230

3,824,032 4,755,782 5,590,906 H26予算案にはH25の繰越予算額を、H25予算にはH24の繰越決算額を参入

12,274,832 13,154,032 14,372,136

支出の部

26年予算案 25年予算案 24年決算額 備　　　　考

管理費 3,660,000 2,550,000 2,892,830

業務委託費 2,460,000 1,770,000 1,917,870 事務委託費214万円(MMB利用料100万円),HP管理費7万円等, 選挙関係等25万円

会費振込手数料 190,000 180,000 174,825

通信費 210,000 100,000 188,518 会費請求書発送代，事務通信費、選挙書類郵送等

印刷費 100,000 100,000 7,000 印刷費，コピー代 等

旅 　費 600,000 300,000 538,520 運営委員会、各賞審査委員会 等 旅費

雑 　費 100,000 100,000 66,097 振込手数料･WEB手数料等･外国為替手数料等

事業費 4,545,000 5,630,000 5,701,856

会誌分担金 1,500,000 2,000,000 2,000,000 EＰＳ購読費(EPS運営委員会へ支出)

会報印刷費 0 350,000 365,147 年4号発行予定(H26からはオンライン配布のみ)

秋学会プログラム発送費 145,000 500,000 399,383

大会開催費 750,000 750,000 750,000 第134回総会・講演会

秋学会投稿システム 1,240,000 1,200,000 1,194,900 H24実績: 秋学会ｼｽﾃﾑ・CD作成91万円＋プログラム印刷代28万円

広報教育活動費 100,000 100,000 75,032 衛星設計コンテスト等 諸活動費

アウトリーチ活動費 250,000 250,000 316,260 アウトリーチイベント費用等

名簿作成費 0 0 150,900 H26は名簿作成を行わない

学生発表賞経費 30,000 30,000 17,309 賞状筆耕料

男女共同参画経費 30,000 30,000 5,000 分担金、諸活動費

託児所設営費 100,000 120,000 63,925 秋期学会での託児所

JPGU関連費 400,000 300,000 364,000 団体会員会費、連合大会会場の借料 等

基金交流事業費 300,000 900,000 821,668 研究集会30万円

将来構想冊子印刷費 0 200,000 0 将来構想取りまとめ冊子の印刷

特別会計繰出金 0 0 200,000 H26は特別会計への繰り出し無し

予備費 50,000 50,000 0

8,555,000 9,330,000 9,616,354

3,719,832 3,824,032 4,755,782

12,274,832 13,154,032 14,372,136

前期繰越金

合　　　　 計

科　　　 目

小　　　　 計

次期繰越金

合　　　　 計

地球電磁気･地球惑星圏学会

平成26年度　本会計予算書

（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

科　　　 目

小　　　　 計
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地球電磁気・地球惑星圏学会 (SGEPSS)

会長　中村正人 〒 252-5210　神奈川県相模原市中央区由野台 3-1-1 宇宙航空研究開発機構

        宇宙科学研究所

　 　　 TEL: 050-3362-3936　FAX: 042-759-8205 E-mail: nakamura.masato@jaxa.jp

総務　篠原育 〒 252-5210　神奈川県相模原市中央区由野台 3-1-1 宇宙航空研究開発機構

        宇宙科学研究所 学際科学研究系

　 　　 E-mail: iku@stp.isas.jaxa.jp

広報　吉川一朗（会報担当） 〒 113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1　東京大学

　　　　大学院理学系研究科地球惑星科学専攻

　　　　TEL: 03-5841-4577  FAX: 03-5841-4577 E-mail: yoshikawa@eps.s.u-tokyo.ac.jp

　　　吉川顕正（会報担当） 〒 812-8581 福岡県福岡市東区箱崎 6-10-1　九州大学

　　　　大学院理学研究院地球惑星科学部門

　　　　TEL: 092-642-2672  FAX: 092-642-4403 E-mail: yoshi@geo.kyushu-u.ac.jp

      尾花由紀（会報担当） 〒 572-8530 大阪府寝屋川市初町 18-8　大阪電気通信大学

        工学部基礎理工学科

        TEL: 072-824-1131 E-mail: obana@isc.osakac.ac.jp

運営委員会（事務局） 〒 650-0033　神戸市中央区江戸町 85-1 ベイ・ウイング神戸ビル 10 階

　　　　　　　　　　（株）プロアクティブ内　地球電磁気・地球惑星圏学会事務局

　　　　　　　　　　TEL：078-332-3703　FAX：078-332-2506　E-mail：sgepss@pac.ne.jp

SGEPSS  Calendar

----------------------------------------------------------------------------------------
      賞・事業名          応募・推薦／問い合わせ先　　                     締め切り
----------------------------------------------------------------------------------------       

     長谷川・永田賞          会長　　　　　　　　　　　　　   　　       　2 月 28 日

     田中舘賞                会長　　　　　　　　　　　　　　　　        　8 月 31 日

     学会特別表彰            会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　2 月 28 日

　 　大林奨励賞              大林奨励賞候補者推薦委員長　　　　　　　    　1 月 31 日

     学生発表賞              推薦なし／問合せは運営委員会

     国際学術交流若手派遣    運営委員会 　　　5月 11日、７月 20 日、10 月 10 日、1月 23 日

     国際学術交流外国人招聘  運営委員会                               若手派遣と同じ

     SGEPSS フロンティア賞　  SGEPSS フロンティア賞候補者推薦委員長         ２月 28 日

　　 国際学術研究集会        運営委員会                                    ７月 20 日

----------------------------------------------------------------------------------------

学会賞・国際交流事業関係年間スケジュール
積極的な応募・推薦をお願いします。詳細は学会ホームページを参照願います。

'14-4-28 ～ 5-2    日本地球惑星科学連合 2014 年大会 (横浜 )

'14-5-25 ～ 31     14th International Workshop on Technical and Scientific Aspects of

　　　　　　　　　MST Radar (Sao Jose dos Campos, Brazil)

'14-7-28 ～ 8-1    AOGS 11th Annual Meet( 札幌 )

'14-8-2 ～ 10      40th COSPAR Scientific Assembly (Moscow, Russia)

'14-8-14 ～ 23     31th URSI General Assembly (Beijing, China)

'14-8-31 ～ 9-5    AGU Chapman Conference on Low-Frequency Waves in Space Plasmas

　　　　　　　　　(Jeju Island, Korea)

'14-11-10 ～ 14    第 12 回国際サブストーム会議（志摩）
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賛助会員リスト 
下記の企業は、本学会の賛助会員として、

地球電磁気学および地球惑星圏科学の発展に貢献されています。

（有）テラテクニカ　（２口）
〒 208-0022
東京都武蔵村山市榎 3 丁目 25 番
地 1
tel. 042-516-9762
fax. 042-516-9763
URL http://www.tierra.co.jp/

Exelis VIS 株式会社
　　東京オフィス
〒 101-0064
東京都千代田区猿楽町 2-7-17
　織本ビル 3F
tel. 03-6904-2475
fax. 03-5280-0800
URL http://www.exelisvis.com/

クローバテック（株）
〒 180-0006
東京都武蔵野市中町 3-27-26
tel. 0422-37-2477
fax. 0422-37-2478
URL http://www.clovertech.co.jp/

（有）テラパブ
〒 158-0083
東京都世田谷区奥沢 5-27-19-2003
tel. 03-3718-7500
fax. 03-3718-4406
URL http://www.terrapub.co.jp/ 

日鉄鉱コンサルタント (株 )
〒 108-0014
東京都港区芝 4丁目 2-3NOF 芝ビル 5F
tel. 03-6414-2766
fax. 03-6414-2772
URL http://www.nmconsults.co.jp/

日本電気 (株 ) 宇宙システム事業部
〒 183-8501
東京都府中市日新町 1-10
tel. 042-333-3933
fax. 042-333-3949
URL http://www.nec.co.jp/solution/
space/

富士通（株）
〒 261-8588
千葉市美浜区中瀬 1-9-3
富士通（株）幕張システムラボラトリ
tel. 043-299-3246
fax. 043-299-3011
URL http://jp.fujitsu.com/

丸文（株）システム営業本部　
　　営業第一部計測機器課
〒 103-8577
東京都中央区日本橋大伝馬町 8-1
tel. 03-3639-9881
fax. 03-3661-7473
URL http://www.marubun.co.jp/

明星電気 (株 )　技術開発本部
　　装置開発部
〒 372-8585
群馬県伊勢崎市長沼町 2223
tel. 0270-32-1113
fax. 0270-32-0988
URL http://www.meisei.co.jp/




